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5/29 の午前 11 時にＪＥ１ＰＰＧ石井ＯＭから、出発の連絡を受けて、私もモ－ビルに乗

り込みました。 

青梅街道と国道 16 号線が交差する、加藤塚アンダ－パスを過ぎた当たりで、ＪＥ１ＰＰ

Ｇ局をコ－ルすると、あきる野インタ－から圏央道に入る所でした。 

私も急ぎ岩倉街道に入り、圏央道青梅インタ－を目指しましたが、高速道路走行中のＰＰ

Ｇ局は青梅インタ－通過して行きました。 

圏央道と関越高速が合流する、鶴ヶ島ＪＫで「赤いＦＩＴ」にＡＮＴを付けた車を発見

して、合流しました。 

そこから２台で連なって走行して、目立った渋滞もなく前橋インタ－を降りました。 

今日のキャンプディナ－準備の為に県道 4 号線沿いにある、生協のス－パ－で食料調達を

しました。 肉、野菜、米、ビ－ルなどを買い込んで、赤城の大沼を目指します。 

途中、赤城ゴルフ場を過ぎたあたりから霧が濃くなり視界が悪くなり始めました。 

「240 の電波伝搬実験は、４年続けてＷＸには恵まれない」などと話をしながら、標高 

1200ｍを過ぎたあたりからは、前方５～6ｍ先は霧の中で真っ白でした。 

昨年、電波伝搬実験をした赤城観光案内所（1400ｍ）付近では３－4ｍの視界でした。 

その観光案内所を過ぎると、大沼が見えてくるはずが、大沼の周回道路に入っても大沼 

を確認する事は出来ませんでした。 

                                      

赤城神社を過ぎて、キャンプ場入り口の

道路に入ったつもりが、赤城神社の駐車

場だったのでＵタ－ンして、１４時過ぎ

に群馬県営のキャンプ場に到着しまし

た。 

大沼の湖畔にあるキャンプ場で２～3 台

の車と 2～3 張のテントがありました。 

インタ－ネットで調査した群馬県営のキ

ャンプ場は水場、トイレ、東屋がありＦ

Ｂな様な感じでしたが、シ－ズンオフで

もありトイレは使用禁止でした。 



ＷＸがＦＢであれば、大沼や明日登る地蔵岳が一望に見える場所にテントと、ディナ－用

のタ－プ設営をしました。 

設営終了後、５／８λＧＰの組立てて動作確認の為 50.240Mhz で電波を出しましたが、応

答は有りませんでした。ＶＳＷＲは 1.2 位なのでＯＫです、ダイアルを回すと千葉や都内

の局入感しているので、チェックは完了しました。 

 ディナ－準備の為、火起し名人の石井ＯＭが途中で調達した「備長炭」と薪をセットし

て、火起しを始めました、薪があいにくの霧雨で不機嫌なために、手こづりましたが、 

さすが名人石井の手にかかると、不機嫌な薪も元気を出して燃え上がり、硬い備長炭君も 

赤くなりました。 

ビ－ルで乾杯して、メインは網焼きの焼肉＆ホルモン焼きを美味しく頂ました。 

 ５/３０、あたりが明るくなった５時前に起きてみると、雨は止んでいて大沼は見えまし

たが、今日の移動地である地蔵岳は雲の中で見えませんでした。 

５／８ＧＰの撤収や担ぎ上げ機材の準備や朝食を済ませて、荷物だけ整理してテントとタ

－プはそのままで、地蔵岳の上り口である、八丁峠へ向かいました。 

 

 まず、５／８ＧＰを組立てて、ＦＴ８１７に接続すると、大観山移動のＪＡ１ＵＰＥ篠原

ＯＭの信号が飛びこんできました。 

ポ－ルは石井ＯＭが担当だったので、ポ－ルが来るまで５／８ＧＰを手持ちで、ＪＡ１Ｕ

ＰＥ／１に到着の連絡しました。 

近くの杭に５／８ＧＰをビニ－ルテ-プで止めて、ＨＢ９ＣＶの組立て始めると石井ＯＭ

八丁峠に到着すると既に 7 時だったの

で、まずはモービルから 50.240mhz で２

声出しましたが応答がなく、地蔵岳目指

して登り始めました。 

登り始めて直ぐに、ＰＰＧ局が忘れもの

に気づき私は先に一人で登りました。 

５月８日の下見登山の時は、10 分ほど登

ると小沼の緑色の湖面が綺麗にみえまし

たが、今日は霧で何も見えませんでした。

予定通り 30 分で 1673ｍの地蔵岳山頂に

到着しました。 



が登ってきました。 

                                       

次にリニアアンプを接続して送信すると、バタバタとチャタリングを起してしまいキャリ

コンのスタンバイが上手く動作してない。 

ここでも気合をいれて、石井ＯＭが持参のガス半田鏝で強制スタンバイ回路を作り、無事

リニアＡＭＰも動作可能となりました。 

時間は既に８：３０となっていましたので、移動各局の準備状況を確認すべく 50.240MHZ 

に周波数を合わせると、少し下 50.237Mhz 位で強力なＣＷ局で出ていました。 

少しワッチしてから、こちらの信号が混信になる事は無いと判断して、強引にコント－ル

を開始しました。 

ＪＨ１ＲＣＡ／８、ＪＪ１ＳＸＡ／7、ＪＫ１ＣＺＤ／７をコールするが、応答は無し、 

北海道移動のＲＣＡ局は仕方ないとしても、福島移動のＳＸＡ／ＣＺＤが聞こえてこない

のはどうしてだろう？ 

次に、１エリ各局は無事にチェックイン出来ました、２エリアのＪＲ２ＣＴＲ／２の青山

高原は、コ－ルサインは確認出切るが、話の内容は深いＱＳＢに埋もれて？？なので、  

ＪＡ１ＵＰＥ／１大観山経由で内容確認をしました。 

一通りチェックしたあと、再度ＪＪ１ＳＸＡ／7 をコ-ルするとＣＷの信号が 419 位で入 

感したので、こちらもＣＷでコ－ルしようとすると、電波が出ない？？、先ほどの強制ス

タンバイ回路ではＣＷモ－ドまで対応してないので、マイクのプレスト－クを押しながら 

パドル操作をしなければならず、パドルが固定されてないので、乱れた符号だった為かコ

ンディションの為か、ＪＪ１ＳＸＡ／7 からのコ－ルバックは有りませんでした。 

電波実験を開始する 9：00 になったので、ＪＡ１ＦＹＱ／１南房総市を先頭に１エリア各

早速、ポ－ルに５／８とＨＢ９ＣＶを取付

けて、ＨＢ９ＣＶに同軸ケ-ブルを取付け様

とした所、「ア～」中継コネクタ－を忘れ

た！、！、と焦りました。 

しかし、アマチュア無線家なので気合を入

れて有るもので対応する事にしました。 

垂直水平の切替スイッチを直結してなん

とか解決しました。そして、移動各局が強

力に入感して来ました。 



局の実験が開始されました。 

当日エントリ－のＪＦ１ＺＦＣ／１横須賀市移動の宍戸ＯＭが終了して、一巡した頃に、 

ＪＡ１ＶＷＢ／1 瑞穂町移動の木村ＯＭから、ＪＪ１ＳＸＡ／７は待機中とＪＫ１ＣＺＤ

／7 がＱＳＹしてモ－ビル走行中の連絡がり、ＪＪ１ＳＸＡ／７をコ-ルするとコールバッ

クがあり、ＵＲ５１／ＭＹ５１でこちらとの、コンタクトは出来ましたが、他移動各局が

コールしましたがコンタクトは不成立でした。 

また、ＪＫ１ＣＺＤ／７がＱＳＹして水戸モ-ビルで何局かとコンタクト出来ました。 

引き続き JF1EYH／1 高崎市移動とＪＮ１ＰＮＱ／０をコールしました。 

近いはずの JF1EYH／1 からのコ－ルないので、「雨の為ＱＲＶ不可なのだろうか」と思う、 

さらに耳をすませると、ＪＮ１ＰＮＱ／０長野県北安曇郡小谷村の信号が 41～51 で入感し

て来ました、ＪＡ１ＶＷＢ/１局がコールするがＪＮ１ＰＮＱ／０局は入感無い模様でした。 

 1 巡したあと、ＪＨ８ＲＣＡ／８を再度コ-ルしましたが、応答が無く１０:００に５０．

２４０電波伝搬実験を終了しました。 

一息いれて、ＡＮＴをＨＢ９ＣＶに切り替え一般のＣＱ呼び出しを行い 15 局とＱＳＯして

からＷＸもＢＦなので１１時には下山して、ベ－スキャンプに戻り昼食を食って、キャン

プを撤収して、帰路につきました。 

 

 

                              おわり 

 


